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1．問題
　本研究の目的は、職業イメージを対象として、
ス テ レ オ タ イ プ 内 容 モ デ ル（stereotype 
content model、 以 下 SCM, （Fiske , Cuddy, 
Glick, & Xu, 2002））の妥当性を再検討するこ
とである。
　SCM はステレオタイプの内容や、その内容
が社会構造的要因によって規定されることを説
明するモデルである（代表的なレビューとして
は、Cuddy, Fiske, & Glick（2008））。SCM の
概要（仮説）は次の通りである（Cuddy et. al., 
2009）。第一に、ステレオタイプはあたたかさ

（warmth）と知的能力（competence）の 2 次
元から構造化されている。これは 2 次元仮説

（two dimensions hypothesis）と呼ばれてい
る。第二に、多くのステレオタイプは一方の次
元を高く評価し、他方の次元を低く評価する両
面価値的（相補的）な内容になっている。これ
は両面価値的ステレオタイプ仮説（ambivalent 
stereotypes hypothesis）と呼ばれている。具
体的には、「知的能力は高いけれども冷たい」、
もしくは「あたたかいけれども知的能力が低い」
というステレオタイプが多い。2）第三に、社会
構造的要因がステレオタイプの内容を規定して
いる。これは社会構造仮説（social structural 
hypothesis）と呼ばれている。具体的には、内
集団よりも地位が高いと認知する外集団に対し
ては知的能力が高いと評価する一方で、内集団
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よりも地位が低いと認知する外集団に対しては
知的能力が低いと評価する。さらに内集団と競
争的な関係にあると認知している外集団に対し
てはあたたかくない（冷たい）と評価し、協力
的な関係にあると認知する外集団に対してはあ
たたかいと評価する。
　SCM の提唱者である Fiske らの一連の研究
により、このモデルの妥当性は繰り返し検証さ
れ て い る（Cuddy et al., 2008）。 た と え ば
Fiske, Xu, Cuddy, & Glick（1999） や Fiske 
et al.（2002）は、複数の社会集団やカテゴリー
のステレオタイプの内容を検討している。その
結果、たとえば高齢者、主婦、知的障がい者は

「あたたかいけれども知的能力が低い」、富裕者、
フェミニスト、女性実業家は「知的能力は高い
けれども冷たい」という両面価値的ステレオタ
イプを持たれていること、内集団よりも地位が
高いと認知する外集団ほど知的能力が高く、内
集団と競争的であると認知する外集団ほどあた
たかくない（冷たい）と評価されていることを
明らかにしている。佐久間（2015）も、Fiske 
et al.（1999）や Fiske et al.（2002）とほぼ同
様の研究を実施し、富裕者、キャリアウーマン、
役人、官僚、政治家、会社経営者は「知的能力
は高いけれども冷たい」、グラビアアイドルは

「あたたかいけれども知的能力が低い」という
両面価値的ステレオタイプを持たれているこ
と、さらに SCM から予測される通り、地位や
競争性という社会構造的要因の認知が、あたた
かさや知的能力の評価と関連していることを見
出している。
　このように SCM の妥当性を検討する研究は
散見されるものの、日本では少数であり、妥当
性の検討が十分になされているとは言いがたい
状況である。そこで本研究では、佐久間（2015）
とは異なる社会集団である職業を用いて、
SCM の妥当性を再検討することを目的とする。
具体的には次の2点について検討する。第一に、
両面価値的ステレオタイプの内容（「あたたか
いけれども知的能力が低い」「知的能力は高い

が冷たい」）に合致する職業イメージがあるか
検討する。第二に、社会構造的要因である相対
的地位や競争－協力関係が職業イメージを規定
しているか、つまり調査対象者が所属する集団
から見て相対的地位が高いと認知する職業に対
しては知的能力が高いと評価をし、調査対象者
が含まれる集団と競争的な関係にあると認知す
る職業に対してはあたたかくない（冷たい）と
評価をするか検討する。なお佐久間（2015）で
は、調査対象者にとっての内集団を明確にせず
に調査を実施した。それに対して本研究では、
調査対象者を大学生とし、大学生というカテゴ
リーが内集団であるという前提で調査を実施す
る。

2．方法
2-1．調査対象者と手続き
　文教大学で社会心理学関連の講義を受講して
いる大学生 140 名（男性 51 名、女性 89 名）
を対象に調査を実施した。調査は授業時間の一
部を使用して実施した。回答に要した時間は、
およそ 10 分であった。

2-2．調査実施時期
　2013 年 7 月に実施した。

2-3．調査項目
（1）職業イメージ
　調査対象者に 6 組の対となる言葉を用いて、
11 の職業（大工、会社員、弁護士、アイドル
歌手、専業主婦、プロスポーツ選手、エンジニ
ア、フリーター、保育士、医者、大学生）に対
するイメージについての回答を求めた（7 件
法）。11 の職業は、両面価値的なステレオタイ
プが持たれていると予測されるものを中心に用
意した。6 組の対となる言葉は、村田・稲葉・
向田・佐久間・樋口・高林（2005）で用いら
れたもののなから選択して使用した。6 組のう
ちの半数はあたたかさ次元（「親しみやすい－
親しみにくい」「冷たい－暖かい」「好き－嫌
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い」）、半数は知的能力次元（「頭がよい－頭が
悪い」「有能でない－有能である」「知的な－知
的でない」）に関するものであった。イメージ
の回答順序については、その効果を相殺するた
めに、回答順序が異なる質問紙を 2 種類用意し
た。
（2）相対的地位の認知
　調査対象者にとって内集団である大学生と、
それ以外の 10 のそれぞれの職業を比較した場
合、どちらの方が地位が高いと思うか回答を求
めた（「大学生の方が地位が高い」「やや大学生
の方が地位が高い」「同じくらいである」「やや
比較の対象となる職業の人々の方が地位が高
い」「比較の対象となる職業の人々の方が地位
が高い」の 5 件法）。
（3）競争－協力関係の認知
　大学生と、それ以外の 10 のそれぞれの職業
との関係が、どの程度競争的（一方の職業が利

益を得ると他方の職業は損失を被る）または協
力的（お互いの職業が共存共栄できる関係）で
あると思うか回答を求めた（「競争的」「やや競
争的」「どちらともいえない」「やや協力的」「協
力的」の 5 件法）。
（4）その他
　大学生と、それ以外の 10 のそれぞれの職業
が、どの程度類似していると思うか（「似ている」

「やや似ている」「どちらともいえない」「やや
似ていない」「似ていない」の 5 件法）、調査対
象者の家族の中で大学生以外の 10 のそれぞれ
の職業に就いている人がいるか回答を求めた。
さらにデモグラフィック変数として、性別、年
齢、留学生か否か回答を求めた。

3．結果
3-1．2次元から見た職業イメージ
　個人の回答を分析の単位として、11 の職業

3）	�あたたかさ得点と知的能力得点を算出する尺度の信頼性を確認するために、11 の職業ごとにα係数を算出した。その結果、
あたたかさ得点を算出する尺度のα係数は .52 〜 .68、知的能力得点を算出する尺度のα係数は .31 〜 .68 であった。知的能
力得点を算出する尺度のα係数が低い職業も見られたが、職業間でのイメージの比較をすることも考えて、本研究ではこの
ままそれぞれの尺度から算出された得点を使用することにした。

表 1　職業に対するあたたかさ得点、知的能力得点、相対的地位の認知、
競争－協力関係の認知の平均値（標準偏差）

注 1）�あたたかさ得点、知的能力得点の取り得る値の範囲は 1 から 7。数値が高いほど、それぞれの職業に対してあた
たかい、知的能力が高いというイメージを持っていることを意味する。相対的地位の認知、競争ー協力関係の認
知の取り得る値の範囲は 1 から 5。数値が高いほど、それぞれの職業が大学生よりも地位が高い、大学生と競争
的な関係にあると認知していることを意味している。

注 2）*** p<.001、** p<.01、* p<.05、+ p<.10。

職業 t値 t値 t値 t値

大工 4.25 (0.90) 3.24** 3.71 (0.96) 3.59*** 3.99 (1.00) 11.71*** 2.68 (0.85) 4.48***

会社員 3.97 (0.72) .55 4.49 (0.59) 9.89*** 4.51 (0.67) 26.49*** 2.69 (0.96) 3.90***

弁護士 3.14 (0.82) 12.32*** 6.32 (0.81) 33.65*** 4.89 (0.35) 62.86*** 2.82 (1.04) 2.03*

アイドル歌手 4.46 (1.20) 4.52*** 3.20 (0.96) 9.81*** 3.68 (1.11) 7.26*** 2.72 (1.11) 2.96**

専業主婦 5.02 (0.92) 12.99*** 4.17 (0.64) 3.18** 3.76 (0.88) 10.30*** 2.45 (0.90) 7.22***

プロスポーツ選手 4.71 (0.98) 8.60*** 4.39 (0.87) 5.32*** 4.76 (0.55) 37.94*** 2.81 (1.05) 2.09*

エンジニア 3.46 (0.75) 8.48*** 5.59 (0.92) 20.52*** 4.63 (0.58) 33.25*** 2.82 (0.93) 2.27*

フリーター 3.86 (0.85) 1.90+ 3.12 (0.89) 11.69*** 2.53 (1.06) 5.21*** 3.36 (1.01) 4.21***

保育士 5.75 (0.77) 26.85*** 4.40 (0.77) 6.12*** 4.31 (0.71) 21.83*** 2.60 (0.88) 5.38***

医者 3.75 (0.84) 3.55*** 6.23 (0.88) 30.08*** 4.93 (0.31) 73.81*** 2.65 (1.09) 3.79***

大学生 4.72 (0.86) 9.96*** 3.89 (0.72) 1.84+

あたたかさ
得点

知的能力
得点

相対的地位
の認知

競争－協力
関係の認知
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ごとに、あたたかさおよび知的能力に関連する
対となる言葉の平均値を算出し、それぞれをあ
たたかさ得点、知的能力得点とした（表 1）。3）

加えて、11 の職業を分析の単位として、それ
ぞれの職業のあたたかさ得点と知的能力得点を
もとに散布図を作成した（図 1）。
　それぞれの職業に対するイメージが明確であ
るかを検討するために、佐久間（2015）と同
様に、得点の理論的中央値（4 点）と、それぞ
れの職業のあたたかさ得点、知的能力得点の平
均値の差について t 検定を実施した。その結果、
大工、アイドル歌手、専業主婦、プロスポーツ
選手、保育士、大学生のあたたかさ得点の平均
値は理論的中央値と比較して有意に高かった

（ts>3.23, ps<.01）。他方、弁護士、エンジニア、
フリーター、医者のあたたかさ得点の平均値は
理論的中央値と比較して有意に低い、または有
意に低い傾向が見られた（ts>1.89, ps<.10）。

さらに会社員、弁護士、専業主婦、プロスポー
ツ選手、エンジニア、保育士、医者の知的能力
得点の平均値は理論的中央値と比較して有意に
高かった（ts>3.17, ps<.01）。他方、大工、ア
イドル歌手、フリーター、大学生の知的能力得
点の平均値は理論的中央値と比較して有意に低
い、または有意に低い傾向が見られた（ts>1.83, 
ps<.10）。
　t 検定の結果をまとめると、弁護士、医者、
エンジニアは、知的能力得点が理論的中央値よ
りも有意に高くあたたかさ得点が有意に低いの
に対して、大工、アイドル歌手、大学生は、あ
たたかさ得点が理論的中央値よりも有意に高く
知的能力得点が有意に低かった。専業主婦、プ
ロスポーツ選手、保育士は、2 つの得点の両方
が理論的中央値よりも有意に高いのに対して、
フリーターは 2 つの得点の両方が理論的中央値
よりも有意に低かった。4）

図 1　あたたかさ得点と知的能力得点の散布図

4）	�11 の職業ごとに、個人の回答を分析の単位として、あたたかさ得点と知的能力得点の間の Pearson の積率相関係数を算出し
た。その結果、大工、大学生、アイドル歌手、専業主婦、フリーター、保育士では有意な正の相関が確認された（rs>.19, 
ps<.05）。エンジニアでは有意な負の相関が確認された（r=-.27, p<.01）。さらに職業を分析の単位として、あたたかさ得点と
知的能力得点の間の Spearman の順位相関係数を算出した結果、負の相関が見られたが統計学的に有意ではなかった（r（11）
=-.46, p=.16）。



論考（研究ノート）

-132- -133-

3-2．社会構造的要因の認知と職業イメージの
関連
　個人の回答を分析の単位として、大学生以外
の 10 の職業に対する相対的地位の認知、競争
－協力関係の認知の平均値を算出した（表 1）。
　これらの平均値と理論的中央値（3 点）との
間に有意な差があるかを検討するために、t 検
定を実施した。相対的地位の認知については、
フリーターの平均値は理論的中央値と比較して
有意に低かった（t=5.21, p<.001）。他方、それ
以外の 9 つの職業の平均値は理論的中央値と比
較して有意に高かった（ts>7.25, ps<.001）。つ
まりフリーターは大学生よりも地位が低いと認
知される一方で、それ以外の職業は大学生より
も地位が高いと認知されていた。競争－協力関
係の認知については、フリーターの平均値が理
論的中央値と比較して有意に高かった（t=4.21, 
p<.001）。他方、それ以外の職業の平均値は理
論的中央値と比較して有意に低かった（ts>2.02, 
ps<.05）。つまりフリーターは大学生と競争的
な関係にあると認知される一方で、それ以外の
職業は大学生と協力的な関係にあると認知され
ていた。
　次に社会構造的要因の認知と職業イメージの
関連を検討するために、大学生を除く 10 の職
業を分析の単位として、相対的地位の認知、競
争－協力関係の認知と、それぞれの職業に関す
るあたたかさ得点、知的能力得点との間の
Spearman の順位相関係数を算出した。その結
果、相対的地位の認知と知的能力得点の間に有
意 な 正 の 相 関 が 見 ら れ た（r（10）=.90, 
p<.001）。ある職業が大学生と比較して地位が
高いと認知されるほど、その職業は知的能力が
高いと評価されていた。さらに競争－協力関係
の認知とあたたかさ得点の間に有意な負の相関
が見られた（r（10）=-.64, p<.05）。ある職業
が大学生と競争的な関係にあると認知されるほ

ど、その職業はあたたかくない（冷たい）と評
価されていた。5）

4．考察
　本研究の目的は佐久間（2015）に引き続き、
職業イメージ対象として、SCM の妥当性を再
検討することであった。以下、2 次元から見た
職業イメージ、社会構造的要因の認知と職業イ
メージの関連の結果に基づき、SCM の妥当性
を検討する。

4-1．2次元から見た職業イメージ
　理論的中央値（4 点）とそれぞれの職業のあ
たたかさ得点、知的能力得点の平均値との差の
t 検定の結果に基づくと、弁護士、医者、エン
ジニアに対しては「知的能力は高いけれども冷
たい」、大工、アイドル歌手、大学生に対して
は「あたたかいけれども知的能力は低い」とい
う両面価値的ステレオタイプが持たれている可
能性が示唆された（図 1 を参照）。これらの結
果は、SCM の 2 次元仮説および両面価値的ス
テレオタイプ仮説を支持するものであった。
　SCM では、内集団や友好的な集団は 2 次元
の両方において高く評価されると考えられてい
る（Cuddy et al., 2008; Fiske et al., 2002）。し
かし本研究では、調査対象者にとって内集団と
考えられる大学生は「あたたかいけれども知的
能力は低い」という両面価値的ステレオタイプ
が持たれている可能性を示唆する結果が得られ
た。この結果については、第一に、大学生の学
力低下に関する言説（e.g., 日本数学会，2012）
が影響している可能性が挙げられる。近年、大
学生の学力低下に関する言説は、メディア報道
を中心としてたびたび話題にされている。こう
した言説が大学生の知的能力に関するイメージ
に影響したと考えられる。第二に、調査対象者
が自己卑下的自己呈示をした可能性が挙げられ

5）	�職業を分析の単位として、相対的地位の認知と競争－協力関係の認知の順位相関係数を算出した結果、有意ではなかった（r
（11）=.02, ns）。
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る。知的能力が高いイメージを与えようとする
自己宣伝のような自己高揚的自己呈示をするこ
とは好ましくないイメージを持たれる可能性が
ある（e.g., 吉田・古城・加来，1983）ために、
知的能力次元で内集団である大学生を低く評価
したと考えられる。第三に、調査対象者である
大学生自身が大学生というカテゴリーを内集団
と見なしていなかった可能性が挙げられる。内
集団と見なしていなかったために、2 つの次元
のいずれでも高く評価する必要がなかったと考
えられる。
　その一方で、大学生にとって内集団とは考え
にくい専業主婦、プロスポーツ選手、保育士に
関しては、2 つの次元の両方において高く評価
されていた。つまり「あたたかく知的能力も高
い」というイメージを持たれていることを示唆
する結果が得られた。ただし分析方法や判断基
準によっては、これらの職業は「あたたかく知
的能力が高い」というイメージを持たれていな
い可能性も考えられる。たとえば Fiske et 
al.（2002）は、それぞれの社会集団やカテゴリー
のあたたかさ次元と知的能力に関する指標の平
均値の間に統計学的な有意差があるかどうか
で、両面価値的ステレオタイプを持たれている
かを検討している。この方法を用いて本研究の
結果を検討すると、保育士、専業主婦、プロス
ポーツ選手は、知的能力得点と比較をしてあた
たかさ得点のほうが高い、つまり「あたたかい
けれども知的能力が低い」という両面価値的ス
テレオタイプが持たれていると解釈することも
可能である。さらに村田（2006）は、2 つの次
元で高く評価されている社会集団やカテゴリー
であっても、相対的にあたたかさ次元が高く評
価されているものと、知的能力次元が高く評価
されるものに区別できることを指摘している。
村田（2006）の指摘に従って本研究の結果を
解釈すると、専業主婦、プロスポーツ選手、保
育士は、2 つの次元で高く評価されているもの
の相対的にあたたかさ次元で高く評価されてい
る集団と解釈することも可能である。

　佐久間（2015）では 2 つの研究を通して、「知
的能力は高いけれども冷たい」という両面価値
的ステレオタイプを持たれている複数の社会集
団やカテゴリー（たとえば富裕者、キャリアウー
マン、役人、官僚、政治家、会社経営者）が確
認された一方で、「あたたかいけれども知的能
力は低い」という両面価値的ステレオタイプを
持たれている社会集団やカテゴリーはグラビア
アイドルのみが確認されただけであった。それ
に対して本研究では、グラビアアイドルと類似
した職業であるアイドル歌手だけではなく、大
工、大学生が「あたたかいが知的能力が低い」
という両面価値的ステレオタイプを持たれてい
ることを示唆する結果が得られた。つまり日本
においても、「あたたかいけれども知的能力が
低い」という両面価値的ステレオタイプに合致
する社会集団やカテゴリーがいくつか存在する
ことが明らかになった。この結果は、SCM の
両面価値的ステレオタイプ仮説をより強く支持
するものと言える。

4-2．社会構造的要因の認知と職業イメージの
関連
　調査対象者にとって内集団と考えられる大学
生と 10 の職業との関係と、10 のそれぞれの職
業に対するイメージの関連を検討したところ、
大学生と比較して地位が高いと認知する職業に
対しては知的能力が高いというイメージを持っ
ていた。さらに大学生と競争的な関係にあると
認知している職業に対しては、あたたかくない

（冷たい）というイメージを持っていた。これ
らの結果は、社会構造的要因の認知、具体的に
は内集団と比較したときの外集団の地位や競争
－協力関係の認知が、ステレオタイプの内容を
規定するという SMC の社会構造仮説を支持す
るものであった。

4-3．まとめと今後の課題
　職業イメージを研究対象とした本研究の一連
の結果は、SCM が妥当なものであることを示
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唆していた。ただし本研究には以下に挙げる課
題が残されている。
　第一に、両面価値的ステレオタイプの判断基
準である。本研究では佐久間（2015）と同様に、
ある社会集団のあたたかさと知的能力の 2 つの
次元の得点が理論的中央値と有意差があるかど
うかを基準にして、両面価値的ステレオタイプ
を持たれているかどうかを判断した。一方、
Fiske et al.（2002）では、ある社会集団のあ
たたかさ次元に関する得点と知的能力次元に関
する得点の間に有意差があるかどうかを基準に
して、両面価値的ステレオタイプを持たれてい
るかどうかを判断している。これらの 2 つの基
準のどちらを用いるかによって、ある社会集団
がどのようなステレオタイプを持たれているの
か判断が異なることがある。妥当性のある両面
価値的ステレオタイプの判断基準について検討
する必要があるだろう。
　第二に、社会構造仮説に関する問題である。
本研究は社会構造的要因である外集団の地位お
よび外集団との競争－協力的な関係に関する尺
度と、職業イメージであるあたたかさ得点と知
的能力得点との間の相関関係を検討することを
通して、社会構造仮説の妥当性を検討した。し
かし本研究の結果は相関関係を示したに過ぎ
ず、社会構造的要因により外集団ステレオタイ
プの内容が規定されるという因果関係を強く主
張するための証拠としては不十分であるかもし
れない。Caprariello, Cuddy, & Fiske（2009）
は社会構造的要因を実験的に操作し、その結果
として外集団のステレオタイプが変わるか検討
をしている。今後、Caprariello ら（2009）の
ように因果関係を特定できる実験的研究も必要
であろう。
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